
校
長 飯

田
　
昭
男

同
窓
会
長
　 

片
桐
　
　
努

多
大
な
る
ご
支
援
に
感
謝

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
日
頃
か
ら
本
校
に
対
す

る
ご
支
援
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
二
十
名
か
ら
三
十
名
の
同
窓
の
皆

様
の
お
子
様
に
入
学
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
こ
と
に
、
卒
業
生
に
も
信
頼
さ
れ
て
い
る
学

校
と
い
う
思
い
を
強
く
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
少
子
化
の
中
、
今
後
も
多
く
の
皆
様
の
お

子
様
の
ご
入
学
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
度
の
四
四
九
名
の
卒
業
生
は
、

国
公
立
大
学
に
一
〇
五
名
合
格
と
い
う
結
果
を

残
し
ま
し
た
。
一
昨
年
か
ら
二
四
名
増
で
初
め

て
三
桁
の
大
台
に
達
し
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年

度
は
、
四
三
四
名
の
新
入
生
を
迎
え
全
校
生
徒

一
、三
〇
二
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
定
員

割
れ
す
る
私
立
高
校
が
多
く
あ
る
中
、
定
員
を

維
持
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
部
活
動
で
は
県
総
体
の
団
体
種
目
で
、

男
子
テ
ニ
ス
部
は
十
一
年
連
続
二
一
回
目
の
優

勝
、男
子
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
が
三
年
ぶ
り
の
優
勝
、

女
子
剣
道
部
が
初
優
勝
を
果
た
し
、
全
国
高
校

総
体
に
出
場
し
ま
し
た
。
陸
上
競
技
部
の
三
年

生
の
佐
藤
克
樹
さ
ん
は
全
国
高
校
総
体
の
男
子

二
百
Ｍ
で
二
年
連
続
の
準
優
勝
、
三
年
の
秋
澤
理

沙
さ
ん
は
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
女
子
百
Ｍ
で
優

勝
と
素
晴
ら
し
い
結
果
を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
た
ち
ば
な
祭
夏
・
秋
」
と
も
有
観
客
で
実

施
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
猛
暑
が
続
い
た
夏
で
し
た
が
、
大

き
な
事
故
も
な
く
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
教
室
以
外
の
屋
内
体
育
施
設
に
エ
ア
コ
ン

を
設
置
す
る
工
事
が
二
学
期
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
先
日
の
同
窓
会
役
員
会
で
は
そ
の
た
め
の

多
額
の
協
力
金
の
拠
出
を
決
め
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
母
校
に
対
す
る
ご
支
援
・
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今年も
アツい!!

2025.6.4

たちばな祭・たちばな祭・夏夏!!!!
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たちばな祭・秋 たちばな祭・夏

たちばな会報
東京学館新潟高等学校 同窓会

ご
挨
拶

　

東
京
学
館
新
潟
新
潟
高
等
学
校
の
同
窓
会
員

の
皆
様
、
同
窓
会
長
の
片
桐
で
す
。

　

今
年
も
本
会
報
を
皆
様
に
お
届
け
で
き
る
こ

と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
そ
し
て
日
頃
か
ら
、

同
窓
会
に
ご
協
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
同
窓
会

員
の
皆
様
、
学
校
関
係
者
の
皆
様
に
心
か
ら
感

謝
致
し
ま
す
。

　

さ
て
気
候
の
変
化
が
年
々
顕
著
に
な
っ
て
来

て
い
る
こ
と
は
、
皆
様
も
ご
承
知
の
こ
と
と
思

い
ま
す
。
特
に
夏
の
気
温
の
高
さ
に
は
命
の
危

険
を
感
じ
る
レ
ベ
ル
で
す
。
生
徒
の
皆
さ
ん
は

学
校
で
さ
ぞ
か
し
大
変
な
思
い
を
し
て
い
る
だ

ろ
う
な
と
心
配
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
回

体
育
館
に
も
エ
ア
コ
ン
を
導
入
す
る
と
い
う
話

を
い
た
だ
き
、
同
窓
会
も
支
援
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
快
適
な
学
校
生
活
に
同
窓
会
と
し

て
貢
献
で
き
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
同
窓
会
の
活
動
を
順
次
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
皆
様
に
お
知
ら
せ
で
き
る
よ
う
、
体

制
を
整
え
て
参
り
ま
す
。
皆
様
の
お
力
、
お
知

恵
を
お
借
り
す
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
こ
れ
を
機
会
に
各
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
登
録
や
ブ
ッ
ク

マ
ー
ク
を
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
何
ら
か
の
理
由
で
本
会
報
が
ご
本

人
に
届
か
な
い
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
読

ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
ご
家
族
、
知
人
の
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、
ご
本
人
に
届
け
て
い
た
だ

け
た
ら
幸
い
で
す
。

令和７年６月４日開催。今年のスローガンは「明」。12連合に分かれ、
総合優勝を目指して戦い抜きました。

令和７年８月31日。中学生と保護者を対象に「たちばな祭・秋」
を開催。1,600名を超える方にご来場いただき大盛況となりました。



第１回生	 星山　雅一
	 山本　志保
第２回生	 広瀬　貴志
	 永木由紀子
第３回生	 中山　栄二
	 関根　禎暢
第４回生	 金田　武尚
	 時田　　優
第５回生	 金田由幸子
	 渡辺　裕一
第６回生	 矢澤　　剛
	 大塚　太郎
第７回生	 上田　　豪
	 横木　秀多
第８回生	 大橋　慎二
	 渡辺　　桂
第９回生	 吉田　広秋
	 小林由美子
第10回生	 権平　　勲
	 佐藤　　学
第11回生	 早福　智之
	 岩田　和子
第12回生	 梁取　幸恵
	 菊地　　大
第13回生	 出村　忠崇
	 徳井　洋子
第14回生	 玉木　純也
	 新田さとこ

第15回生	 田辺　智広
	 北嶋　　翼
第16回生	 吉田　　健
	 山上由香理
第17回生	 山崎　　晋
	 矢部　典子
第18回生	 北島　利裕
	 阿部香奈子
第19回生	 斎藤　直人
	 長沼　由珠
第20回生	 北村　泰洋
	 河内　季恵
第21回生	 佐藤　　啓
	 高橋　　歩
第22回生	 松崎　孝太
	 渡邉美智恵
第23回生	 櫛谷　　諒
	 増子　　綾
第24回生	 釣巻　英道
	 田中　亜実
第25回生	 阿部　淳耶
	 小林　　愛
第26回生	 小林沙央里
	 斎藤　祐樹
第27回生	 南　　智明
	 平井　　香
第28回生	 金田健太郎
	 宮沢紅瑠実

第29回生	 元村　厚太
	 小熊　秋奈
第30回生	 茂田井隆太
	 笹川　　花
第31回生	 近　　　光
	 加藤　稚菜
第32回生	 佐藤　和洋
	 中野　鈴奈
第33回生	 北條　有紗
	 中田麟太郎
第34回生	 梁取　美優
	 加藤　翔太
第35回生	 丸山　藍花
	 三富　　慧
第36回生	 加藤　　栞
	 本間千代乃
第37回生	 大野　玲真
	 相馬　彩音
第38回生	 小林　歩人
	 齋藤くるみ
第39回生	 岩崎　壮太
	 中野　琴葉
第40回生	 佐藤　武蔵
	 斎藤　千愛

同 窓 会 役 員（学年代表） 
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副
会
長

　
小
林
由
美
子

副
会
長

　
中
山
　
栄
二

会
　
長

　
片
桐
　
　
努

事
務
局
長

　
山
本
　
志
保

監
　
事

　
堀
　
　
雅
嗣

会
　
計

　
出
村
　
忠
崇

副
事
務
局
長

　
徳
井
　
洋
子

事
務
局
補
佐

　
間
藤
　
一
也

事
務
局
補
佐

　
金
田
由
幸
子

事
務
局
補
佐

　
吉
田
　
　
健

同窓会役員の紹介



フェンシング部

８月６日（水）～９日（土）
安来市民体育館（島根県）

剣道部

８月７日（木）～10日（日）
広島県立総合体育館（広島県）

男子テニス部

７月29日（火）～８月４日（月）
竹ケ端運動公園庭球場 ほか（広島県）

陸上競技部

７月24日（木）～29日（火）
ホットスタッフフィールド広島（広島県）
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こ
う
は
い
た
ち

進　
路

第
40
回
生

大
学
等
進
学
者
数
358
名

国
公
立
大
学 

合
格
者　
105
名

（
金
沢
大
学
、千
葉
大
学
、広
島
大
学
、信
州
大
学
、新

潟
大
学
、山
形
大
学
、富
山
大
学
、新
潟
県
立
大
学
、

新
潟
県
立
看
護
大
学 

他
）

私
立
大
学 

合
格
者　
499
名

（
慶
應
義
塾
大
学
、明
治
大
学
、立
教
大
学
、中
央
大

学
、法
政
大
学 

他
）

※‌�

主
な
合
格
先
（
北
か
ら
都
道
府
県
順
に
な
っ

て
い
ま
す
）

国
公
立
大
学
　
北
見
工
大
、
室
蘭
工
大
、
秋
田

大
、
山
形
大
、
福
島
大
、
茨
城
大
、
千
葉
大
、

東
京
学
芸
大
、
新
潟
大
、
富
山
大
、
金
沢
大
、

信
州
大
、
島
根
大
、
広
島
大
、
釧
路
公
立
大
、

青
森
公
立
大
、
秋
田
県
立
大
、
前
橋
工
科
大
、

新
潟
県
立
看
護
大
、
新
潟
県
立
大
、
三
条
市
立

大
、
福
井
県
立
大
、
都
留
文
科
大
、
長
野
県
看

護
大
、
兵
庫
県
立
大
、
叡
啓
大
、
名
桜
大

私
立
大
学
　
東
北
学
院
大
、国
際
医
療
福
祉
大
、

白
鴎
大
、
上
武
大
、
高
崎
健
康
福
祉
大
、
城
西

大
、
東
京
国
際
大
、
日
本
工
大
、
文
教
大
、
文

京
学
院
大
、
千
葉
工
大
、
亜
細
亜
大
、
桜
美
林

大
、
北
里
大
、
慶
應
義
塾
大
、
國
學
院
大
、
国

士
舘
大
、
駒
澤
大
、
実
践
女
子
大
、
昭
和
女
子

大
、
女
子
栄
養
大
、
成
蹊
大
、
専
修
大
、
大
正

大
、
大
東
文
化
大
、
高
千
穂
大
、
拓
殖
大
、
玉

川
大
、
中
央
大
、
帝
京
大
、
東
海
大
、
東
京
音

大
、
東
京
家
政
大
、
東
京
工
科
大
、
東
京
電
機

大
、
東
京
農
大
、
東
洋
大
、
日
本
大
、
日
本
歯

大
、
日
本
女
子
体
育
大
、
日
本
体
育
大
、
法
政

大
、
武
蔵
野
大
、
明
治
大
、
立
教
大
、
立
正
大
、

神
奈
川
大
、
関
東
学
院
大
、
産
業
能
率
大
、
新

潟
経
営
大
、
新
潟
国
際
情
報
大
、
新
潟
薬
大
、

新
潟
工
科
大
、
新
潟
青
陵
大
、
新
潟
医
療
福
祉

大
、
新
潟
リ
ハ
ビ
リ
大
、
金
沢
工
大
、
立
命
館

大
、
龍
谷
大
、
近
畿
大

令
和
７
年
度
入
試
の

　
現
役
合
格
実
績

令
和
７
年
度

　
全
国
高
校
総
体
出
場

国公立大学の合格者数は、年々増え、過去最高となった昨年度を上回り、４年
連続で過去最高の成果となりました。

36回生 37回生 38回生 39回生 40回生
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同窓会事務局からのお知らせ

たちばな会報　第20号　令和８年１月１日発行　東京学館新潟高等学校同窓会 〒950-1141 新潟市中央区鐘木185-1
Tel.025-283-8857㈹　　印刷　㈱DI Palette

T O P I SC

～同窓会員の子女のご入学には
� お祝い金を贈呈しています～
同窓会員の子女が母校に入学される際には、同窓会より入学祝
金１万円を贈呈いたします。入学時に学校事務局よりご案内して
いますので是非お問い合わせください。

～独立やお引越しの際はご連絡ください～
お住まいのお引越しや独立など、転居の際には、是非同窓会事
務局までお知らせください。引き続き同窓会活動や母校の情報
をお届けいたします。

～同期会の開催をサポートします！～
同期会（卒業年次別の同窓会）の運営をサポートしています。
お気軽に同窓会事務局までご相談ください。

～同窓会事務局 公式SNSにぜひご登録ください～
Facebook（フェイスブック）
同窓会グループはこちらからどうぞ　▶▶▶
もしくはグループ「TGN 東京学館新潟高等学校
同窓会」を検索してください。

NEW！ LINE公式アカウントも開設しています
東京学館新潟高等学校同窓会
　　　　  公式 LINE はこちらから　▶▶▶

〜東京学館新潟高等学校ではHPを開設しています。〜
母校の近況から入試情報まで様々な情報が掲載されています。

東京学館新潟 検索

「たちばな会報」web移行のお知らせ

　母校と同窓生の活躍と近況をお伝えする「たちばな会報」ですが、
次号より東京学館新潟高校公式ホームページへの掲載に移行いた
します。引き続きご愛読いただきますよう、お願い申し上げます。

13号　関東支部
懇親会開催 19号　定例役員会開催　 18号　同窓会総会・懇親会開催

18号　甲子園応援レポート

　
県
大
会
で
野
球
部
が
見
せ
た
粘
り
強
さ
と
雄
姿

は
、
現
役
生
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
同
窓
生
の
皆
さ

ん
も
、
甲
子
園
初
出
場
と
い
う
悲
願
の
達
成
に
喜

び
に
沸
き
、
感
動
を
覚
え
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
喜
び
の
あ
ま
り
、
甲
子
園
大
会
で
の
試
合
日

程
が
決
ま
る
と
同
時
に
各
自
予
定
を
繰
り
合
わ
せ

て
、
甲
子
園
球
場
へ
駆
け
つ
け
る
同
窓
生
も
多
く

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
甲
子
園
球
場
で
躍
動
し
た
野
球
部
と
、

熱
い
声
援
を
送
っ
た
同
窓
生
の
姿
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　甲子園の土を踏み、アルプススタン
ドに一礼する学館ナイン。

　新潟から応援バスに乗り、アルプススタンド
で応援した学館関係者。
　応援団バスは全部で20台にも及んだ。

　
令
和
５
年
７
月
25
日
、
全
国
高
校
野
球
選
手
権
記
念
大
会
。
母
校
は
４
年
ぶ
り
に
新
潟

県
大
会
決
勝
戦
に
臨
ん
だ
。

　
決
勝
戦
の
対
戦
相
手
は
甲
子
園
出
場
の
常
連
校
と
し
て
知
ら
れ
る
中
越
高
校
。
強
豪
校

を
相
手
に
試
合
中
盤
ま
で
４
点
差
を
追
う
苦
し
い
試
合
展
開
を
強
い
ら
れ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
本
校
は
５
回
に
３
得
点
。
そ
の
後
７
回
に
１
点
を
返
さ
れ
２
点
差
で

迎
え
た
８
回
裏
、
代
打
の
タ
イ
ム
リ
ー
で
１
点
差
ま
で
追
い
つ
く
。
９
回
裏
、
波
に
乗
る

本
校
は
タ
イ
ム
リ
ー
で
同
点
に
追
い
つ
く
と
、
ツ
ー
ア
ウ
ト
か
ら
の
サ
ヨ
ナ
ラ
ヒ
ッ
ト
で

劇
的
な
勝
利
を
お
さ
め
、
創
部
41
年
目
に
し
て
悲
願
の
甲
子
園
出
場
を
手
に
し
た
。

県大会 決勝戦
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一 二 三 四 五 六 七 八 九 計

中　　越 1 0 3 0 0 0 1 0 0 5
東京学館新潟 0 0 0 0 3 0 0 1 2× 6

2023 年７月 25 日 新潟日報おとなプラス掲載

　９回表、ピンチを迎えるナインたちはマウン
ドに集合した。
　アップで見ると、なんと笑顔を見せていた。
　新潟県大会を９回裏サヨナラで勝利したナイ
ンたちは誰一人諦めていなかった。

　懸命に戦った学館ナイン。ベンチに戻
る選手たちを３塁側スタンドで観戦して
いた同窓生は拍手で健闘をたたえた。

一 二 三 四 五 六 七 八 九 計

市立和歌山 1 0 4 0 0 0 0 0 0 5
東京学館新潟 1 0 0 0 0 2 0 0 1 4

　
令
和
５
年
８
月
９
日
、
初
め
て
甲
子
園
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

立
っ
た
母
校
は
、市
立
和
歌
山
高
校
と
の
１
回
戦
に
臨
ん
だ
。

　
１
回
表
に
先
制
点
を
奪
わ
れ
た
も
の
の
、す
ぐ
に
そ
の
裏
、

２
ア
ウ
ト
か
ら
の
タ
イ
ム
リ
ー
で
同
点
。
３
回
に
４
点
を
奪

わ
れ
５–

１
の
ま
ま
迎
え
た
６
回
裏
、
学
館
は
反
撃
を
開
始
。

１
ア
ウ
ト
１
・
３
塁
の
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
て
１
点
を
返
す

と
、
そ
の
ま
ま
２
点
差
ま
で
迫
っ
た
。

　
そ
し
て
９
回
裏
。
ノ
ー
ア
ウ
ト
か
ら
１
・
２
塁
と
チ
ャ
ン

ス
を
作
る
も
得
点
で
き
ず
２
ア
ウ
ト
に
。

　「
ま
だ
ま
だ
い
け
る
。」「
こ
こ
か
ら
が
学
館
野
球
だ
。」
と

信
じ
、
応
援
し
た
ス
タ
ン
ド
の
祈
り
が
通
じ
た
の
か
、
３

塁
線
に
転
が
っ
た
代
打
の
一
打
が
相
手
の
悪
送
球
を
誘
い
、

１
点
差
ま
で
詰
め
寄
っ
た
。「
一
打
逆
転
」
の
展
開
が
期
待

さ
れ
た
も
の
の
、
最
後
の
打
者
が
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
フ
ラ
イ
に

倒
れ
、
試
合
終
了
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
最
後
ま
で
粘
り
強
さ
を
見
せ
続
け
、
熱

戦
を
繰
り
広
げ
た
学
館
ナ
イ
ン
に
向
け
て
、
球
場
全
体
か
ら

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

　
甲
子
園
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
学
館
ナ
イ
ン
。
好
ゲ
ー
ム
を
現
地
や
テ
レ
ビ
で
観
戦
し
、

同
窓
生
の
み
な
ら
ず
多
く
の
方
々
か
ら
「
楽
し
ま
せ
て
も
ら
っ
た
」
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、

嬉
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
後
輩
た
ち
か
ら
元
気
と
勇
気
を
も
ら
い
、「
が
ん
ば
ろ
う
」と
思
い
を
馳
せ
た
一
日
で
し
た
。

　試合前、ノックを始める選手・監督。
　外野手ノックでは、36年間学館野球部を率いてきた長谷先生
が甲子園の地に立った。
　スタンドで応援する野球部OBはもちろん、オール学館生が歓
喜した。

　甲子園に響き渡る選手紹介アナウンス。新潟県大会を勝ち進
んだナインたち。
　一人一人呼ばれるたび、大きな拍手が送られた。

初快
挙

甲子園大会
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1� 
東京学館新潟高等学校同窓会　たちばな会報（第12号） 平成29年１月１日発行

たちばな会 報
東京学館新潟高等学校 同窓会

平成28年８月12日　同窓会総会・懇親会

謹賀新年

書道部　　　の大書干支

1� 
東京学館新潟高等学

校同窓会　橘会報（
第11号）

平成28年１月１日発
行

たちばな会 報東京学館新潟高等学校 同窓会

書道部　　　の大書干支

平成27年1
0月16日

新潟江南警
察署への協

力『防犯魂
』

（イオン南
店にて）

平成27年10月24日

新潟市文化政策課
イベント『繋』

（市民プラザにて
、篠田昭市長と）
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（左）アーティスト
　Hánnaさん

（右）花火師　4回
生　小泉欽一さん

（2017年10月5日　
新潟日報掲載）

（左）21回生　吉田
綾さん（旧姓大橋）

　（右）28回生　木
下梨那さん

謹賀新年

みんなの花火エボリューション

OB・
OGの活躍！！

2017えひめ国
体フェンシング成

年女子サーブル
３位入賞
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謹賀新年

OB・O
Gの活躍！！ 猪又秀和先生（第17回生） 全日本柔道選手権大会出場！
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たちばな会 報
東京学館新潟高等学校 同窓会

▶‌‌令和元年10月19日、同窓会懇親会「たちばな会」を開催し
ました。多くの同窓生と恩師の方々が集い、母校の思い出
とともに近況や活躍ぶりを楽しく語らいました。

謹賀新年

～令和元年度同窓会懇親会「たちばな会」開催！～

会報誌 20 号記念
〜これまでの歩み〜

　

令
和
５
年
８
月
26
日
（
土
）、
第
40
回

同
窓
会
総
会
・
懇
親
会
が
新
潟
市
内
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
片
桐
会
長
の
挨
拶
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
か
ら

徐
々
に
抜
け
出
し
つ
つ
あ
る
中
、
あ
ら
た

め
て
同
窓
会
の
活
動
を
活
発
な
も
の
と
す

る
た
め
に
も
、
今
総
会
が
対
面
で
開
催
で

き
た
こ
と
は
有
意
義
な
機
会
で
あ
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
交
換
と
と
も
に
懇
親
を
深

め
る
機
会
と
な
る
よ
う
出
席
者
に
呼
び
か

け
ま
し
た
。
続
い
て
同
窓
会
名
誉
会
長
で

あ
る
飯
田
昭
男
校
長
よ
り
、
各
部
活
動
に

よ
る
輝
か
し
い
戦
績
や
今
春
卒
業
さ
れ
た

同
窓
生
の
進
学
実
績
な
ど
、
後
輩
た
ち
が

学
校
生
活
を
通
じ
て
文
武
両
道
の
実
現
を

め
ざ
す
様
子
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

総
会
で
は
同
窓
会
事
務
局
に
よ
る
活
動

お
よ
び
活
動
費
の
収
支
報
告
、
次
年
度
活

動
計
画
な
ら
び
に
予
算
に
つ
い
て
決
議
を

行
い
ま
し
た
。

　

続
く
懇
親
会
は
、
石
山
雅
一
先
生
、
曽

我
秀
哉
先
生
、
長
谷
和
昭
先
生
他
10
名
の

恩
師
の
方
々
を
お
迎
え
し
、
同
窓
生
と
の

懇
親
を
深
め
ま
し
た
。
第
１
回
生
か
ら
第

37
回
生
ま
で
の
同
窓
生
が
勢
揃
い
し
た
会

場
内
で
は
、
世
代
を
超
え
て
共
通
す
る
恩

師
や
学
校
生
活
の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か

せ
ま
し
た
。
ま
た
、「
甲
子
園
出
場
」
を

実
現
し
た
野
球
部
の
活
躍
に
つ
い
て
長
谷

先
生
よ
り
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
出

席
者
一
同
で
今
夏
の
躍
進
ぶ
り
を
振
り
返

る
と
と
も
に
、
長
年
に
渡
る
ご
指
導
を
労

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
会
の
終
盤
で
は
同

窓
会
よ
り
母
校
の
発
展
を
祈
念
し
、
出
席

さ
れ
た
恩
師
と
事
務
局
の
方
々
へ
中
山
栄

二
副
会
長
の
発
声
の
も
と
エ
ー
ル
を
贈
る

と
と
も
に
、
校
歌
斉
唱
に
よ
り
盛
会
の
う

ち
に
閉
会
を
迎
え
ま
し
た
。

第
40
回 

同
窓
会
総
会
・
懇
親
会 

開
催
！

関東支部
～第１回「関東支部」懇親会開催～
平成29年２月25日、東京都内で「第１回関
東支部懇親会」を開催しました。１回生の五十
嵐隆行支部長を中心に 13 人の同窓生が集い、
懇親を深めました。現在、次回懇親会の開催
に向けて準備を進めています。

　令和６年９月 13 日（金）、令和６年度同窓会役員会および懇親会をシャトル・ランデヴー（新
潟市）で開催しました。
　役員会は飯田校長先生、曽我教頭先生をはじめ多くの先生方と、さまざまな年代の同窓生が
出席のもと、各種活動報告と次年度活動計画、同窓会役員人事の議事を行いました。続く懇親
会では、先生方を交えて同窓生とともに近況や学校生活の思い出を語り合い、親睦を深めました。
●役員人事（敬称略）

・退任　副会長　今野 健（第１回生）
　�　会の発足より長年にわたり各種活動に大変ご尽力されました。御礼とともに 

さらなるご活躍をお祈りいたします。
・新任　副会長　小林 由美子（第９回生）・監事　堀 雅嗣（第 15 回生）

同窓会定例役員
会

会長 １回生　片桐 努さん


